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クリスマス家族例会(第 1352 回) 

平成 25 年 12 月 18 日(水)倉敷国際ホテル  

    

奉 仕 の こ こ ろ で 活 動 を ! ! (
倉  敷  Ｌ  Ｃ  

 スローガン ) 
 

と も に 築 こ う  輝 く 未 来 (
336－ B 地区  

 スローガン ) 
 



 

『あけましておめでとうございます。』 

会長 原 淳二 

謹んで新年のお喜びを申し

上げます。皆様方にはご家族お

そろいで、輝かしい新年をお迎

えになられた事と存じます。 

 今年は甲午（きのえ・うま）

の歳です。甲（きのえ）とは十

年を単位とした年の始まりであ

り、前の時代（十年）とは全く異なった時代に入っ

たという意味であります。そして、行動が正なのか

邪なのかを問わずに受け入れるので、御時世は糸が

絡み合った状態になるという特徴があります。又午

（うま）とは「つらぬく、つきとおすなり」と極め

て強い意味を持ち、“午”の年は与えられた使命をは

たす為に、行程の後半入りを機にギヤ・チェンジを

して、持てる力を全て出し切る。とありますように

皆様のご協力を最大限にいただいて全てを出し切る

覚悟で、後半乗り切ってまいりたいと存じます。ど

うぞよろしくお願い申し上げます。 

 会員各位にとりまして、今年も幸多かれとお祈り

申し上げて新年のご挨拶とさせていただきます。 

 

幹事 坂口 正行 

新年あけましておめでとう

ございます。 

昨年はライオンズクラブ幹事業

務に加えて、大学卒業 50周年記

念同窓会、クラレ入社 50周年記

念同期会、倉敷国際ホテル創業

50周年記念式典、そして私自身

の金婚式等の多くの行事があり、あっという間の 1

年でした。その中でも時間を見つけては、トルコ、

ドイツ・オーストリー、ラスベガス・グランドキャ

ニオン・モニューメントバレー等の旅行もしてきま

した。 

倉敷芸術科学大学のオムニバス講義「人生と仕

事」では、自分自身が日々の仕事の中から感じ取っ

た事柄を題材にしながら、「仕事にやりがいと生きが

いを見つける人間になって欲しい、そして、できる

ことなら、一緒に仕事をする人にまでやりがいと生

きがいを感じさせることが出来る人間になって欲し

い。そのためにはどのような心構えで仕事と取り組

んだら良いか。」を若い学生さんたちに伝える努力を

今年も続けるつもりです。 

 

 

國富 悦治 

 私は、新年を迎える度に「歳月

は人を待たず」と言う「陶淵明」

の言葉をしみじみと感じます。更

に、初唐時代の詩人「劉希夷」の

「代悲白頭翁」と言う七言古詩の

一説が胸中を去来します。「年年歳

歳花相似」『毎年毎年、春になると

咲く花は全く同じような美しさである』「歳歳年年人

不同」『しかし花を眺める人は同じでなく毎年変わっ

ていく』と言う意味で、自然(花)は一定不変の繰り

返しに対して人の世の変わりやすさを詠んだもの

です。 

 私は、もう二度と「午年」を迎えることはないで

あろうと思うと「今日と言う日は、これからの日々

の出発の日」と考え駄馬になろうとする自分に鞭打

ち『生涯学習・生涯現役』に徹しクラブの若い方々

に伍して、更なる精励をしたいものと年頭に思って

おります。 

何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

室山 武彦 

 新年あけましておめでとうござ

います。 

 倉敷ライオンズクラブに入会し

て 36 年となりました。その間、

先輩Lはじめ会員各位と親しく交

流させて頂き、大変、意義ある人

生を過ごす事ができましたことを

心から感謝しています。 

 今年は私が生まれて七巡目の午年を迎え 84 歳と

なりました。「老後の一日は千金にあたるべし」の言

葉を肝に銘じ、一日一日を有難く生きて参りたく存

じます。そして本年は、平和で景気のよい招福を与

えてくれる『天馬』が現れて輝かしい吉年になりま

すよう祈念しています。 

 
メンバーシップキー賞・ZC優秀賞 

会員増強目標達成バナーパッチ 伝達式 

藤原京子さん、吉本耕三さん、小川洋一さん 

(12 月 4 日 第一例会) 




